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2026 年度岩手県ダンススポーツ連盟（JDSF 岩手）定期総会 

  

日 時  2026 年 4 月 29 日（水祝）10 時 00 分 

場 所  滝沢ふるさと交流館学習室   

           

次 第 

        

1 開  会        

2 挨  拶         

3 議長選出            

4 議  事 

(1) 議案第 1 号 2025 年度岩手県ダンススポーツ連盟活動報告の承認について 

(2) 議案第 2 号 2025 年度岩手県ダンススポーツ連盟決算報告の承認について 

(3) 議案第 3 号 2026 年度岩手県ダンススポーツ連盟活動計画案について 

(4) 議案第 4 号 2026 年度岩手県ダンススポーツ連盟収支予算案について 

(5) 議案第 5 号 岩手県ダンススポーツ連盟役員の改選について 

(6) 議案第 6 号 岩手県ダンススポーツ連盟選挙管理委員会の設置について 

(7) その他 

5 閉  会     



 

2026 年 4 月 29 日                     

岩手県ダンススポーツ連盟                      

会 長  中 道 俊 之   

２ 

 ご あ い さ つ 
 

本日ここに、2026 年度（第 29 期）岩手県ダンススポーツ連盟定期総会を開催するにあたり、

一言ご挨拶申し上げます。 

平素より当連盟の運営ならびに各種事業に対し、多大なるご支援とご協力を賜っておりますこ

とに、心より厚く御礼申し上げます。 

さて、我が国における人口減少と高齢化の進行は、ダンススポーツ界においても大きな影響

を及ぼしており、全国的に会員数・選手数の減少が続いております。 

当連盟におきましても、本年度会員数は 188 名となり、厳しい状況にあることは否めません。し

かしながら、こうした環境の中にあっても、活動の質を高め、新たな価値を創出していくことが求

められております。 

昨年度の事業を振り返りますと、花巻および滝沢において競技会を開催し、県内外から多く

の選手の参加を得ることができました。また、春・秋・冬の舞踏会やダンスフェスタなど交流事業

も定着し、会員相互のつながりを深める貴重な機会となりました。さらに、動画方式による技術

認定会やデジタルを活用した情報発信など、新しい取り組みも着実に成果を上げております。 

加えて、近年特に力を入れておりますブレイキン部門においては、競技会参加、育成練習

会、ワークショップ、地域連携事業などを体系的に展開し、若年層を中心とした新たな競技人

口の拡大に確かな手応えを得ております。これは、当連盟の将来を支える極めて重要な動きで

あると認識しております。 

今後を展望いたしますと、2028年の長野国民スポーツ大会において、ダンススポーツは公開

競技として実施される予定であり、さらに 2032 年からは国スポ改革の先行導入競技として正式

採用される方向が示されております。これは、長年の悲願であったダンススポーツの社会的地

位向上に向けた大きな転機であり、特にブレイキンを含む新たなダンススポーツの可能性が大

きく広がる歴史的な機会であります。 

当連盟といたしましては、この流れを確実に捉え、「選手ファースト」の理念のもと、競技環境

の整備と次世代育成を一層推進するとともに、ジュニア層やブレイキン選手の発掘・強化に全

力で取り組んでまいります。また、サークルに所属しないフリー会員の受け皿整備など、多様な

関わり方を認める柔軟な組織づくりを進め、誰もがそれぞれの形でダンススポーツに関われる

環境を整えてまいります。 

さらに、国スポを見据えた組織基盤の強化に向け、スポンサー獲得や財政基盤の充実にも

積極的に取り組んでまいります。 

2028 年長野国スポにおいて、この岩手から代表選手を送り出すこと、そしてその先の未来へ

とつながる持続可能なダンススポーツ環境を構築することは、私たちに課せられた重要な使命

であります。会員の皆様におかれましては、ぜひ周囲の方々にもお声がけいただき、競技者の

発掘・育成、そして仲間づくりに一層のお力添えを賜りますようお願い申し上げます。 

結びに、本年度も会員の皆様と知恵を出し合い、楽しみながら着実に歩みを進めてまいる所

存であります。今後とも変わらぬご理解とご協力をお願い申し上げ、挨拶とさせていただきます。 
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議案第 1 号      

 

2025 年度岩手県ダンススポーツ連盟活動報告 

  

 

（総括）          

2025 年度を振り返りますと、コロナ禍で活動が困難であった 2021 年度と比較し、

感染防止に最善を尽くしつつ事業を再開した 2022 年度と同様、会員の活動も穏やか

ながら活発化した 1 年となりました。連盟の意思決定の場となる理事会及び常務理事

会は対面式で 1 回、オンライン形式（ZOOM ミーティング）で年間 4 回開催したほ

か、SNS（LINE グループ）を活用し対話環境に近いチャット形式での日常的な合意

形成を行い、意思決定は従来からのメール方式を採用するなど効率的かつ効果的なコ

ミュニケーション手段を用いて対応しました。 

競技会は、8 月に第 39 回 JDSF 岩手ダンススポーツ大会 in 花巻を、3 月に第 40

回 JDSF 岩手ダンススポーツ大会 in 滝沢をそれぞれ開催しました。 

普及事業は、コロナ禍でも実施してきた動画提出方式による技術認定会を春と秋の

2 回開催したほか、会員と一般愛好者の交流機会として 5 月に「春の舞踏会」、10 月

に「秋の舞踏会」、12 月に「冬の舞踏会」を開催、2 月の DSC ダンスフェスタと続

き、県内外からの参加者で交流を深めることができました。 

また、ブレイクダンス本部では、競技会への参加および大会開催、ワークショップや練習

会による選手育成並びに若年層を中心とした普及活動および地域連携事業を柱として、活

動計画に基づき体系的に事業を実施しました。 

これらの活動を再開しましたが、コロナ禍のあとも活動が休止状態のサークルもあ

り、会員の高齢化も相俟って、会員は 4 月 19 日現在で 188 名と前年同時期より 29

名減少しました。  

 

 

（事務局活動報告）       

・ 2025 年度会議開催状況 （事務センター） 

総会             1 回 （参集） 

正副会長会議       随時 （全てオンライン会議）  

常務理事会        2 回 （全てオンライン会議） 

理事会            2 回 （1 回オンライン会議、1 回参集会議）  

本連盟では、16 名の理事全員が電子メールを使用し、またオンライン会議が可能な環

境にあるため、主としてオンライン会議を実施し、それ以外の日常的な合意形成と意

思決定は SNS 又は電子メールで行った。 

・ 普及用教材等の斡旋  （会員サポートセンター） 

会員向けサービスとして、ＪＤＳＦ物品の斡旋販売等を実施 

 

 



     4 

（デジタル推進本部関係）       

・ 情報発信（広報渉外部） 

イベント情報や連盟からの伝達事項はその都度ホームページで公表するとともに X

（Twitter）、Facebook、会員グループ LINE などの各種 SNS で発信、拡散、共有をし

た。 

・ 第 39 回 JDSF 岩手ダンススポーツ大会 in 花巻（2025/08/24）  

サポート （広報渉外部） 

大会特設サイトを開設し広報活動 

YouTube 動画作成、「北の舞ちゃんねる」にて配信 

YouTube 動画によるネットティーチングの PR（パンフレット掲載） 

・第 40 回 JDSF 岩手ダンススポーツ大会 in 滝沢（2026/03/29）                             

サポート （広報渉外部） 

大会特設サイトを開設し広報活動 

YouTube 動画作成、「北の舞ちゃんねる」にて配信 

YouTube 動画によるネットティーチングの PR（パンフレット掲載） 

・ ＪＤＳＦ本部デジタル・コミュニティ推進部への参加（県連盟デジタル推進本部長） 

・ ＪＤＳＦ本部ジュニア育成部へ連絡部員としての参加（県連盟デジタル推進部） 

 サポート 第 20 回オールジャパンジュニアカップの動画撮影および編集作業（2 名） 

 

 

（管理本部関係）  

・ 直近の会員登録状況  （登録管理部）  

                                       

                                       

ジュニア（１８歳未満）会員は内数 （単位：名） 

 

 

地 区 2026.3.31 2026.4. 10 （ｼﾞｭﾆｱ） 増減 

岩手 DSC  29  30  1 

花巻地区  27  25  △2 

盛岡地区  53  39  △14 

県南地区  70  58 （0） △12 

沿岸地区   4   4    0 

県北地区  19  15  △4 

ﾌﾚﾝｽﾞ  15  17  2 

合 計 217 188 （0） △29 
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（競技本部関係） 

・ 第 39 回 JDSF 岩手ダンススポーツ大会   

2025 年 8 月 24 日（日）  

花巻市なはんプラザ（有観客）（YouTube 配信） 

申込組数 99 組 （13 都道府県：北海道・青森・岩手・宮城・秋田・山形・福島・ 

茨城・埼玉・東京・岐阜・愛知・京都） 

総エントリー数  166 区分 

 

・ 第 40 回 JDSF 岩手ダンススポーツ大会   

2026 年 3 月 29 日（日）  

滝沢総合公園体育館（有観客）（YouTube 配信） 

申込組数 80 組 （6 県：青森・岩手・宮城・秋田・山形・福島） 

総エントリー数  162 区分 

 

・ 第 37 回全国健康福祉祭岐阜大会（ねんりんピック）選手派遣   

2025 年 10 月 19 日（日）  高山市 

団体戦 チーム岩手 2025 かわいいくりたち 決勝進出 6 位 

個人戦 ワルツ      決勝（2 位）、4 次予選 

タンゴ      決勝（3 位）、4 次予選 

チャチャチャ  4 次予選、2 次予選 

ルンバ      3 次予選、2 次予選 

 

・ 2026 年 4 月 10 日現在の選手登録状況 

ＪＤＳＦ全日本統一級   

 スタンダード ラテン 合計 

男 女 計 男 女 計 

A 級 11 11 22  5  4  9 31 

B 級  4  4  8  7  5 12 20 

C 級  5  4  9  1  1  2 11 

D 級  1  1  2  2  2  4  6 

1 級  0  0  0  1  1  2  2 

2 級  3  2  5  2  2  4  9 

3 級  0  0  0  0 0  0  0 

無級  8  5 13 14 12 26 39 

合計 32 27 59 32 27 59 118 

（単位：名） 
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（資格システム本部関係）  

・ 競技資格者は、年１回の更新研修受講が必須 

競技会資格オンライン研修会 CP&ST 25/6/28 2 名受講 

競技会資格オンライン研修会 ST 25/12/14 1 名受講 

宮城県更新研修会 ST・CP 26/02/01 8 名受講 

2025 年度有資格者（重複資格者 5 人含）延べ 14 人は、全員資格更新 

オンライン研修は、次年度以降も継続受講予定 

・ 第 39 回岩手県ダンススポーツ大会 in 花巻 運用 

・ 第 40 回岩手県ダンススポーツ大会 in 滝沢 運用 

※ CP：チェアパーソン ST：スクルティニア 

 

（普及本部関係） 

・ 交流事業開催状況 

2025 年 5 月 10 日（土）13:30～16:00   

春の舞踏会 ビッグルーフ滝沢 入場者 91 名  

2025 年 10 月 13 日（月・祝）13:30～16:00   

秋の舞踏会  石鳥谷生涯学習会館 入場者 90 名 

2025 年 12 月 21 日（日）13:30～16:00   

冬の舞踏会  ビッグルーフ滝沢  入場者 108 名 

2026 年 2 月 11 日（水・祝）13:30～16:00   

岩手 DSC ダンスフェスタ 2025 滝沢ふるさと交流館  入場者 91 名 

 

・ 指導員更新研修開催（A 級技術認定員・GD 審判員研修併催）状況 （指導部）   

2025 年 12 月 6 日公認指導員更新研修会 38 名 

（県内指導員 32 名）（県外指導員 5 名一般１名） 他県で受講 5 名 

 

・ 2026 年 4 月 1 日現在の公認指導員資格更新状況     （単位：名） 

                                   

競技力向上指導員 

Ａ級  6 

28 

38 

Ｂ級 18 

Ｃ級  4 

普及指導員 

Ａ級  1 

10 Ｂ級  0 

Ｃ級  9 

ジュニア指導員 再掲  6   6 

・ 指導員登録料県連一括徴収の対応 12 月～3 月 （2 月 11 日説明含む） 

・ 2025 年 12 月 6 日選手・指導員等スキルアップ講習会 25 名 競技本部合同 

・ 2026 年 2 月 11 日サークル連絡会 公認指導員更新について説明 

・ ＪＤＳＦ本部指導部へ部員として参加（指導部長） 

・ 本部・ブロック案件対応 
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・ 2025 年７月 19～20 日 オールジャパンジュニアダンススポーツカップスタッフ 2 名 

・ 2025 年度の技術認定会開催状況  （技術認定部） 

2025 年 7 月 27 日  動画提出方式      受験者 8 名 13 区分 

2025 年 11 月 30 日  動画提出方式      受験者 6 名 6 区分 

※ 動画提出方式によるため、技術認定員が自宅で動画判定を行うとともに

フィードバックコメントを作成して受験者に提供しており、受験者から

好評を博している。 

・ 2025 年 11 月 30 日現在の技術認定資格取得状況 

（単位：名） 

（ハイグレードコース）受験者実人員 60 名（内飛級受験者 5 名） 

                             （単位：名） 

（グレードコース） 

区 分 自己最高位 認定資格者 資格者合計 資格者実人員 

ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ 

ｸﾞﾚｰﾄﾞ 1 65 

201 

資格者延人数 

391 

 

 

実人員 

223 

ｸﾞﾚｰﾄﾞ 2  8 

ｸﾞﾚｰﾄﾞ 3 23 

ｸﾞﾚｰﾄﾞ 4 30 

ｸﾞﾚｰﾄﾞ 5 46 

ｸﾞﾚｰﾄﾞ 6 29 

ﾗﾃﾝ 

ｸﾞﾚｰﾄﾞ 1 59 

190 

ｸﾞﾚｰﾄﾞ 2  7  

ｸﾞﾚｰﾄﾞ 3 21 

ｸﾞﾚｰﾄﾞ 4 36 

ｸﾞﾚｰﾄﾞ 5 38 

ｸﾞﾚｰﾄﾞ 6 29 

区 分 W T F Q 小計 R C S P 小計 合計 

ﾊｲｸﾞﾚｰﾄﾞ 6   9 11 20   10 8 18 38 

ﾊｲｸﾞﾚｰﾄﾞ 5   7 9 16   7 13 20 36 

ﾊｲｸﾞﾚｰﾄﾞ 4 12 12 9 10 43 10 10 11 6 37 80 

ﾊｲｸﾞﾚｰﾄﾞ 3 9 12 8 9 38 11 9 4 12 36 ７4 

ﾊｲｸﾞﾚｰﾄﾞ 2 9 5 2 2 18 4 5 1 0 10 28 

ﾊｲｸﾞﾚｰﾄﾞ 1 15 15 10 8 48 12 9 4 5 30 78 

資格者合計 45 44 45 49 183 37 33 37 44 151 334 
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（ブレイクダンス本部関係）       

・ 競技会参加・競技力向上事業 

東北ブロック大会（東北ブレイキン JAM 等）への継続参加 

全国規模大会（BREAKIN' SUMMIT、TOP of Rock 等）への参加 

→ 東北・全国大会への出場を通じて、選手の競技経験の蓄積および競技力

向上を図る。 

・ 競技会開催事業 

ブレイキン 1on1 バトル等の自主大会の開催（盛岡市内施設等） 

→ 県内外の選手が参加できる競技機会を創出し、競技環境の整備および

交流促進を図る。 

・ 育成・強化事業 

U-18 世代を対象とした育成練習会の定期開催 

県内選手を対象とした継続的な練習会の実施 

→ 次世代選手の発掘・育成および競技力の底上げを目的とした強化体制を

構築する。 

・ ワークショップ・指導者連携事業 

外部講師（著名ダンサー等）を招聘したワークショップの開催 

→ 専門的技術指導の導入により、選手の技術力向上および指導体制の強

化を図る。 

・ 普及・ジュニア育成事業 

自治体（盛岡市等）と連携した小中高生向けダンスレッスン及び発表機会の提供 

→ 若年層への普及を推進し、将来の競技者層の拡大および競技人口の増

加を図る。 

・ 地域連携・交流事業 

地域イベント（商業施設、地域祭り、スポーツイベント等）への参加およびダンスバト

ルの開催 

→ 地域との連携を強化し、ブレイキンの認知向上および地域活性化に寄与

する。 

 

 

 

 

       

 



議案第2号

（単位：円）

科　　　目 金　　　額 摘　　　要 科　　　目 金　　　額 摘　　　要

　現　　　金 48,461 3/29大会小口 　未　払　金 94,810 理事会等旅費86,340　3/29大会みちのく会＊タクシー代8,470

　普通預金 4,923,108 　前　受　金 747,660 2026年度会費、登録料
　未 収 金 212,210 審判旅費・広告料 　仮　受　金 25,000 2021.3．1大会中止の広告料
　仮 払 金 　前期繰越金 3,763,794

　当期剰余金 552,515
　　合　　　計 5,183,779 　　合　　　計 5,183,779

（単位：円）
借　　　方 貸　　　方

会 員 会 費 326,000
選手登録料 241,500
指導員登録料 258,000

小計 825,500
競技会 725,471
技術認定会 48,980
カーニバル 0
講習会 10,270
パーティー 206,458
CD等販売 46,374

小計 1,037,553
41,762

0
0

1,904,815

会 員 会 費 108,000
選手登録料 138,000
指導員登録料 180,000

小計 426,000
40,600
55,000
36,856

161,263
20

15,695
34,596

121,315
0

4,000
120,000
27,530
5,310

0
0
0

300,000
4,115

1,352,300
552,515

3,500×69

2回　
2回

認定会向けﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ20,000、ｺﾝｸﾞﾚｽ(主管県13,500-赤字23,230)△9,730

　　　　研  修　費
ｸﾘｯｸﾎﾟｽﾄ15,780、FAX13,046、切手5,770
公認指導員研修78,000、ｽｸﾙﾃｨﾆｱ・ﾁｪｱﾊﾟｰｿﾝ研修31,315、競技規程集12,000

動画編集ｿﾌﾄ8,980、撮影用自立脚4,887、ｺﾋﾟｰ用紙他1,828

科　　　目

事業利益

国スポ事業準備基金取崩し

摘　　　　　　　　要

1,500×216　　ブレイキン2,000

2025年度岩手県ダンススポーツ連盟収支決算書

2026年3月31日現在

損　益　計　算　書
自　2025年4月  1日

貸　借　対　照　表

8,000×21､5,000×18

資　　産　　の　　部 負　　債　　の　　部

至　2026年3月31日

合　　　計

当期剰余金

東京OPチケット差益26,160、ﾀﾞﾝｽﾌﾚﾝｽﾞ7,500、利息7,002、紙会員証1,100雑　収　入
ジュニア育成基金取崩し

ねんりんピック（岐阜）15,000×8名

合　　　 計

　　　　備　品　費

振込手数料3,715、駐車場400
　　国スポ事業準備基金積立金

サークル連絡会17,912、理事会食事14,144、総会会場費4,800

全国代表者会議72,018、理事会等86,340、ブロック会議県連負担2,905

県スポ協分担金　50,000、レク協維持費5,000

ｽｷﾙｱｯﾌﾟ講習会
会員ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ経費

　　　　東北連絡会
　　　　スポ協関係費

　　　　消耗品費
　　　　通　信　費

　　　　ジュニア育成費
　　　　広　告　費
　　　　選手派遣費

　　　　雑　　　 費

　　　ジュニア育成基金積立金

6,000×21、3,000×18

　　　　交　際　費
　　　　選手強化費
　　　　会員活動支援費

学連大会4,000

　　　　印　刷　費 ｺﾋﾟｰ代

登録料等

登録料等

500×216

　　　　旅　　　 費
　　　　会　議　費

2,000×69

みちのく会均等会費30,000、会員会費50×212＝10,600

9



＜ジュニア育成基金＞

普通預金

期　　日 入　金 出　金 残　高

2025年8月9日 201 259,289

2026年2月14日 234 259,523

＜国スポ事業準備基金＞

普通預金

期　　日 入　金 出　金 残　高

2025年5月19日 300,000 1,294,641

2025年8月9日 885 1,295,526

2026年 2月14日 1,173 1,296,699

決算年度現在高

259,523

内　　容

預金利息

前年度末残高

259,088

決算年度中増減高

435

預金利息

県連盟より積立金

内　　容

預金利息

預金利息

決算年度現在高

994,641 302,058 1,296,699

前年度末残高 決算年度中増減高

10
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議案第 3 号 

 

2026 年度岩手県ダンススポーツ連盟活動計画 

 

 

【１】 連盟発足当時からの会員の動静 

私たちの岩手県ダンススポーツ連盟は 1998 年に 250 名の会員でスタートし、

10 周年を迎えた 2008 年には 2 倍の 500 名を達成することができました。 

その後、2011 年の東日本大震災の影響や会員の高齢化等で会員の減少が進み、

さらにコロナ禍以降は全国的な傾向として愛好者のダンス離れ、会員減少がデ

ータとなって顕在化してきています。当連盟の会員数は 4 月 19 日現在で 188

名となっております。 

 

【２】岩手県ダンススポーツ連盟 活動方針 

当連盟は、設立当初の競技会中心の組織から、近年ではダンスを愛する多様

な目的を持った方々が集う組織へと進化を遂げてまいりました。社会環境が大

きく変化する中、私たちは今、次なる大きな目標である 2028 年「長野国スポ」

の開催、そして多様化する会員ニーズへの対応という重要な局面を迎えていま

す。 

今年度の活動にあたり、以下の 3 点を柱とした方針を掲げます。 

 

１） 「選手ファースト」の追求と次世代の育成 

長野国スポに向けた選手派遣に前向きに取り組むべく、徹底した「選手ファ

ースト」の視点に立ち、競技環境の整備と競技会の充実化を図ります。 また、

将来を担うジュニア選手、および新ジャンルであるブレイキン選手の育成・発

掘については、各関係団体との緊密な連携をさらに強化し、岩手のダンス界全

体で次世代を支える体制を構築してまいります。 

 

２） 社会環境の変化に応じた会員受入体制の拡充 

現在、特定のサークルに所属しないフリー会員組織「岩手フレンズ」への入

会が着実に増加しています。こうした社会ニーズの変化を捉え、従来の枠組み

に捉われない柔軟な受入体制の整備を急ぎます。 「踊る」会員はもちろんの

こと、「観る」「支える」会員も含め、すべてのダンス愛好家がそれぞれのスタ

イルで活動できるコミュニティづくりを推進します。 

 

３）. 組織基盤の強化と交流の活性化 

国スポに向けた確固たる組織基盤を築くため、県内企業・団体からのスポン

サー募集を積極的に行い、活動の安定化を目指します。これには会員各位の

幅広いネットワークとお力添えが不可欠です。 会員同士の絆を深める場と

しては、恒例の「舞踏会（春・秋・冬）」や「ダンスフェスタ」を軸に、さ
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らに趣向を凝らした交流機会を創出してまいります。 

４）. ブレイクダンス本部の活動計画 

ブレイキン部門では、競技会参加および大会開催、育成・強化、普及活動並

びに地域連携を柱として、計画的かつ体系的に事業を推進する。 

 

【３】 2026 年度の主要事業計画 

① 総会 

2026 年 4 月 29 日(水・祝) 10:00～  

ふるさと交流館 学習室 

② 春の舞踏会 

2026 年 4 月 29 日(水・祝) 13:30～  

ふるさと交流館 大ホール 

③ 春の技術認定会 

2026 年 6 月 7 日(日)～7 月 19 日(日) オンライン（動画提出方式） 

④ 第 41 回岩手県ダンススポーツ大会 in 花巻 

2026 年 8 月 23 日(日) 

なはんプラザ 

⑤ 秋の舞踏会       

2026 年 10 月 12 日(月･祝)  

石鳥谷生涯学習会館 

⑥ 秋の技術認定会       

2026年10月11日(日)～11月15日(日) オンライン(動画提出方式) 

⑦ 公認指導員資格更新研修会 

2026 年 12 月 05 日（土） 

滝沢総合公園体育館 

⑧ 冬の舞踏会 

2026 年 12 月 20 日（日） 

ビッグルーフ滝沢 大ホール 

⑨ サークル連絡会＆岩手 DSC ダンスフェスタ 

2027 年 2 月 11 日（木・祝） 

滝沢ふるさと交流館 学習室＆大ホール 

⑩ 第 42 回岩手県ダンススポーツ大会 

2027 年 3 月 28 日（日） 

滝沢総合公園体育館 

 

【４】 ブレイクダンス関係主要事業計画 

・ 競技会参加・競技力向上事業 

東北ブロック大会（東北ブレイキン JAM 等）への継続参加 

全国規模大会（BREAKIN' SUMMIT、TOP of Rock 等）への参加 

→ 東北・全国大会への出場を通じて、選手の競技経験の蓄積お
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よび競技力向上を図る。 

・ 競技会開催事業 

ブレイキン 1on1 バトル等の自主大会の開催（盛岡市内施設等） 

→ 県内外の選手が参加できる競技機会を創出し、競技環境の整

備および交流促進を図る。 

・ 育成・強化事業 

U-18 世代を対象とした育成練習会の定期開催 

県内選手を対象とした継続的な練習会の実施 

→ 次世代選手の発掘・育成および競技力の底上げを目的とした

強化体制を構築する。 

・ ワークショップ・指導者連携事業 

外部講師（著名ダンサー等）を招聘したワークショップの開催 

→ 専門的技術指導の導入により、選手の技術力向上および指導

体制の強化を図る。 

・ 普及・ジュニア育成事業 

自治体（盛岡市等）と連携した小中高生向けダンスレッスン及び発

表機会の提供 

→ 若年層への普及を推進し、将来の競技者層の拡大および競技

人口の増加を図る。 

・ 地域連携・交流事業 

地域イベント（商業施設、地域祭り、スポーツイベント等）への参

加およびダンスバトルの開催 

→ 地域との連携を強化し、ブレイキンの認知向上および地域活性

化に寄与する。 

 



議案第4号

（収入の部） （単位：円）

2025決算額 2026予算額 過不足 摘　　　　　　　要

3,763,794 4,316,309 552,515

会 員 会 費 326,000 285,000 -41,000 1500×190

選手登録料 241,500 210,000 -31,500 3,500×60

指導員登録料 258,000 253,000 -5,000 8,000×21、5,000×17

小　計 825,500 748,000 -77,500

競　技　会 725,471 300,000 -425,471 2回開催（第41回大会、第42回大会）

認　定　会 48,980 40,000 -8,980 技術認定会（年間2回、動画方式）

カーニバル 0 0 0 開催未定

講　習　会 10,270 10,000 -270 技術認定講習

パーティー 206,458 150,000 -56,458 4回開催（春、冬の舞踏会ほか）

ＣＤ等販売 46,374 20,000 -26,374

小　計 1,037,553 520,000 -517,553

41,762 10,000 -31,762 ﾀﾞﾝｽﾌﾚﾝｽﾞ、利息

0 0 0
0 0 0

5,668,609 5,594,309 -74,300

（支出の部）

2025決算額 2026予算額 過不足 摘　　　　　　　要

会 員 会 費 108,000 95,000 -13,000 500×190

選手登録料 138,000 120,000 -18,000 2,000×60

指導員登録料 180,000 177,000 6,000×21、3,000×17

小計 426,000 392,000

40,600 40,500 -100 連絡会申し合わせ

55,000 55,000 0 スポ協分担金　5万　レク協維持費5,000

36,856 50,000 13,144

161,263 250,000 88,737

20 20,000 19,980 各種事業印刷費（ｲﾝｸ等）

15,695 30,000 14,305 デジタル化推進費、CD、ｺﾋﾟｰ用紙他

34,596 40,000 5,404 ﾓﾃﾞﾑﾚﾝﾀﾙ、ｸﾘｯｸﾎﾟｽﾄ、宅急便　郵券代　FAX

121,315 150,000 28,685 公認指導員研修76,000、規程集、競技関係講習会

0 50,000 50,000 ジュニア選手発掘強化支援費

4,000 20,000 16,000

120,000 70,000 -50,000 ねんりんピック埼玉4万、マスターズ石川3万

27,530 30,000 2,470 会員ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ経費

5,310 50,000 44,690 一般選手強化支援費

0 20,000 20,000

0 20,000 20,000 競技会用機器

0 0 0

300,000 500,000 200,000
4,115 7,500 3,385 振込手数料他

1,352,300 1,795,000 442,700

4,316,309 3,799,309 -517,000

5,668,609 5,594,309 -74,300

　　　　前　期　繰　越　金

登録料等

雑　　　費

研　修　費

ジュニア育成基金積立金

国スポ事業準備基金積立金

選手強化費

東北連絡会

合　　計

選手派遣費

備　品　費

次期繰越金

小　　計

印　刷　費

交　際　費

ジュニア育成費

2026年度岩手県ダンススポーツ連盟収支予算書

消耗品 費

通　信　費

会　議　費

登録料等

会員活動支援費

2026年4月1日から2027年3月31日まで

国スポ事業準備基金取崩し

事業利益

ジュニア育成基金取崩し

合　　計

雑　　収　　入

広　告　費

旅　　　 費

スポ協関係費
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岩手県ダンススポーツ連盟規約第17条及び第18条の規定により、本会の役員について、
次のとおり選任を求める。

2026年4月29日

岩手県ダンススポーツ連盟
会　長　　中　　道　　俊　　之

選任する役員
　　　理　　事　　　別紙の17名　
　　　監　　事　　　別紙の2名　　　

役員の任期
　　　2026年4月29日から2028年度定時総会終結の時まで

議案第5号

岩手県ダンススポーツ連盟役員の改選について
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議案第6号

　　　　　　　　　　　　　岩手県ダンススポーツ連盟選挙管理委員会の設置について
　　　　　　

公益社団法人日本ダンススポーツ連盟正会員選出に関する規則第3条及び岩手県ダンス
スポーツ連盟規約第36条の規定により、本連盟に選挙管理委員会を設置したいので、次の
とおり選任を求める。

2026年4月29日

岩手県ダンススポーツ連盟
会　長　　中　　道　　俊　　之

選挙管理委員長

選挙管理委員　　　　　　

選挙管理委員　　　　

齋藤　善則　　　ダンススポーツアヒルの会

山下　和男　　　岩手県ダンススポーツクラブ

熊谷　幸夫　　　JDSF岩手ダンスフレンズ
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議案第 5 号 別紙 

 

 

 

（総会審議資料） 

 

2026 年度役員候補者  [五十音順] 

 

〜議案第 5 号関係〜 

 

[理 事] 

１．伊藤 富男         岩手県ダンススポーツクラブ 

２．大坪 淳          JDSF 岩手ダンスフレンズ 

３．木附沢茂美         カシオペアダンススポーツ 

４．久保田雅子         日本スケート連盟名誉レフェリー 

５．佐々木良太         岩手県ダンススポーツクラブ（新任） 

６．佐藤 健          ダンススポーツ石鳥谷 

７．佐藤 誠          岩手県ダンススポーツクラブ 

８．高橋 里美         ダンススポーツアヒルの会（新任） 

９．高橋由美子         花巻ダンススポーツクラブ 

１０．千葉 順子         岩手県ダンススポーツクラブ 

１１．出羽 睦子         岩手県ダンススポーツクラブ 

１２．中道 俊之         岩手県ダンススポーツクラブ 

１３．芳賀 正喜          岩手県ダンススポーツクラブ      

１４．服部 将浩         ブレイキン代表        

１５．古澤 陽生          岩手県ダンススポーツクラブ（新任） 

１６．堀江 隆久         スターライト 

１７．吉田準之助         岩手県ダンススポーツクラブ 

 

 

[監 事] 

１．石塚 道子         岩手県ダンススポーツクラブ 

２．佐々木泰史         岩手県ダンススポーツクラブ 

 

 

 


